
5／25(火)豊科南中学校下鳥羽地区の1年から３年生の60人の皆さんが、『地域活動の日』として長野工

場に於いて防災学習と、近隣にある大同神社・日光寺・下鳥羽公園等で奉仕活動(清掃)を行いました。

豊科南中学校ではこの地域活動(年1回)を通し地域の人材として、地域を守り支える大切さを知り、地域を

理解し大切に思う心を養ったりすることを目的に昨年度より取り組んでおります。

本年４月この活動計画を地区PTAの方からお聞きした中、ASの防災システムや防災倉庫で保管する防災用

品を是非ご紹介させて戴きたいとご相談したところ快諾戴きました。

当日は３グループに分かれコロナ感染対策をとりながら、工場での地震対策や日頃の構えなどの説明や防災倉

庫にある非常食や発電機、簡易トイレ、寝袋、簡易担架、パンクしない自転車等々体験してもらいました。

初めて『防災』というキーワードで地域の方と交流ができたことは大変有意義でした。災害発生時は、自社だけ

ではなく地域とも連携した体制づくりが重要であること、またそのためには日頃から地域の皆さんとの繋がりやコミュ

ニケーションが大切であることも改めて実感しました。

今回ASの防災学習にご理解頂いた豊科南中学校の早川校長様はじめ先生方、事前の準備段階からご足

労頂いた地区PTA役員の皆様、各団体を取りまとめて頂いた下鳥羽地区の中島区長様、地区防災の大切さ

をお話された丸山防災リーダー様、奉仕活動で支援された民生委員の皆様に、あらためまして心より感謝申し上

げます。

防災システムをパネルを使い説明 防災備品・防災機器を説明

簡易トイレやノーパンク自転車、発電機、簡易担架、リ

ヤカーに触れて実体験する中学生の皆さん

中島区長より挨拶を頂きました



5/27発行の市民タイムスで紹介されました

■生徒さんからのご意見・ご感想

・講話だけではなく体験コーナーがあり分かりやすかった

・企業の防災対策を知ることができ非常に良い内容であった

・昨年は地区の防災倉庫を見学し、今年は企業の防災倉庫を

見学し地区と企業の違いが分ってよかった

・地震がきたら何をするか分かった

■関係者の皆さんからのご意見・ご感想

・定期的にデンソーさんの防災学習を学びたい

・企業の防災の取組みを学べ感動した

・中学生と地域がコミュニケーションを取れたことに感謝したい

・清掃活動と防災学習の時間がどちらも短かった。より充実した

ものにするために、別々に開催しても良いのではないか

高かったコロナの感染レベルもひとまず落ち着き、

多くの方がワクチン接種が出来ることを期待します。

梅雨明けが待たれますが、皆様体調管理には

十分注意致しましょう。

長野編集局 中田 (5967-2121）

大同神社周辺の道路のゴミ拾い

ファミマ西側の道路のゴミ拾い

Ｑ1．避難場所や避難方法について、

　　　　家庭で話し合ったことはありますか？

はい 32人 72%

いいえ 13人 28%

Ｑ２．自分の家庭に防災用品はありますか？

はい 26人 58%

いいえ 19人 42%

Ｑ３．自分の家庭に非常食はありますか？

はい 32人 72%

いいえ 13人 28%

中学生に聞きました！

アンケート回答数：45人(参加者60人)

話す機会を

増やしましょう

災害はいつでも来ます

ので備えましょう

年に１回は保存期限

の点検をお願いします


